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大学生の進路選択におもする動機と精神的健康との関連
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The purpose of this studyis to examine thelink between the motivation to“search for

something to commit to”within career choices and psychologicaland su切ective well－being．A

SurVey WaS administered to204college students，COnSisting of scales concerning the motivation to

“search for sometbing to commit to”within career cboices，tbe GeneralIiealth Questionnaire

（GHQ），a Subjectivewe11－being scale，and about whetber or not tbey have“something to commit

to”as a careeェThe results show that self－determination motivation（“sel仁山虫11ment orientation”）

predicts bigber psychologicaland su切ective welトbeing．In contrast，nOn－Self－determination

motivations（“socialposition orientation”and“払110Wing otbers”）predictlowers叫ective well祐eing．

Itis argued that a sense ofseは－determinationislinkedwitb adaptationforcareer choices・

Key words：Selfdetermination theory；Career Choices，Welトbeing，COllege students

問題と目的

近年，大学新卒正社員における早期碓職の増加

（内閣鳳 2003）や，こ｝ト・フリーターの問題

（小杉，2002；2004）など，青年の就業問題が社会

問題として注目されている。この心理学的要因とし

ては，青年の進路選択に対する意識変化があると考

えられる。こうした変化の一つとして近年注目され

ているのが，進路選択における「やりたいこと」志

向の高まりである。この志向は，好きなことや，や

りたいことを仕事に結びつける価値志向として，現

代の青年に広く支持されるようになってきている

（安達，2004）。

この「やりたいこと」志向については，キャリア

を通した自己表現欲求の現われとして，それ自体が

進路不決断に直結するわけではないとする知見（安

達，2004）と，職業の社会的意義の軽視や，就職志

望者の就職活動回避などに結びつく不適応的な志向

であるとする知見（e．g．大久保，2002；下村，

2003）の双方が存在する。この背景としては，「や

りたいこと志向」が現代の青年に広く支持され受け

入れられた価値志向であるために，それを内発的に

志向する者と，社会的に望ましい価値志向として外

発的に取り入れた（乾，2001；久木元，2003）者の

双方が存在し，その道いが適応に対し異なる影響を

与えているという可能性が考えられる。

上記の点に着目し，萩原・桜井（2005）は，大学

生の進路選択において行われる「やりたいこと探

し」の動機には，「他者に促されて」といった外発

的動機から，「自分を高めるため」といった内発的

動機まで，自己決定性の違いに基づく複数の構成因

子が存在するのではないかと考え，Ryan＆Deci

（2000）の 自 己決定理論（Self－Determination

theory：SDT）を用いて検討を行った。その結嵐

「やりたいこと探し」の動機は，自己の充足感を高

めるためにやりたいことを探すという自己決定的な
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「自己充足欲求」，自分の社会的立場を安定させるた

めにやりたいことを探すという，自己決定性の面で

は中間的な「社会的安定希求」，周囲の人間に追随

するためにやりたいことを探すという非自己決定的

な「他者追随」の3つの動機から構成されることが

明らかとなった。また，この3つの動機が進路不決

断に与える影響について検討したところ，自己決定

理論からは適応的な結果と関連すると予測された

「自己充足志向」が，職業選択を真剣に考えないモ

ラトリアム的態度を抑制しつつも，職業選択におけ

る葛藤を促進という，自己決定的な動機が適応・不

適応双方を促進するというアンビバレントな影響が

示唆された。そして，この影響が見られたのはやり

たいことが見つかっていない群においてであり，や

りたいことが見つかっている群には見られなかっ

た。

本研究では，「やりたいこと探し」の動機が，精

神的健康に与える影響について検討する。Gordon

（1998）は進路未決定者の類型化研究をレビューし，

問題のある進路未決定者に共通する特性の一つとし

て，進路を決められないことへの悩みの程度が高い

ことを挙げている。この悩みの程度を検討するため

に，「やりたいこと探し」の動機が精神的健康に与

える影響を検討することは，意義があると考えられ

る。

自己決定理論では，より自己決定的に遂行された

行動は適応的な結果と関連があることが示されてい

る（Ryan＆Deci，2000）。近年では適応やヘルスケ

ア（e．g．Ryan，Plant，0’Malle沸1995；Ⅶilliams，

GroⅥち托eedman，Ryan＆Deci，1996），精神的健康

（e．g．Igr如Zuroだ，Koestner ＆ Saltaris，2000；

Sheldon ＆ Kasseち1995；Ryan，Rigb沸 ＆ King，

1993；Ⅶnsteenkiste，Le‡1S，Ⅶitte，Witte，＆Deci，

2004）などを予測出来る理論として応用がなされて

いる。このように，適応的な行動や精神的健康の予

測因（永作・新井，2003）として，自己決定理論の

枠組みの有効性が多くの研究で示されてきている。

特に，精神的健康との関連を検討した研究で

は，職業探索の動機づけにおける自律性（自己

決定性）の違いが精神的健康に与える影響を検討

したⅦnsteenkiste et al．（2004）の研究がある。
Ⅶnsteenkiste

etal．（2004）は失業者に射し，職業
探索する動機と職業探索しない動機を調査し，その

自己決定性に違いがあることを見出した。そして，

自律的な動機づけで職業探索をしないでいる者は

GeneralHealth Questionnaire（GHQ）の得点やポ

ジティブな経験，生活への満足感が高くなることを

見出した。一方，職業探索の動機づ捌こ関しては，

統制的な動機づけで職業探索している者はGHQ得

点やポジティブな経験，生活への満足感が低くなる

ことを明らかにした。

我が国での自己決定理論に関する研究は教育評価

に関するものが多く（e．g．速水，1995；協mauchi

＆取naka1998），永作・新井（2003，2005）や藤

原（2005）のように動機づけの自己決定性が適応や

精神的健康に及ぼす影響について検証した研究はほ

とんど見当たらない。また，1ゐnsteenkiste et al．

（2004）のように，職業探索における動機づけの自

己決定性と精神的健康の関連性を検討した研究も，

我が国では見当たらないのが現状である。したがっ

て，職業探索と深く関わりのある「やりたいこと探

し」の動機づけと，精神的健康および適応との関連

を自己決定理論の枠組みで実証的に検討することは

意義潅いと考えられる。

以上から，本研究でほ「やりたいこと探し」の動

機尺度の各下位尺度と，精神的健康を測定する尺度

（中川・大坊，1985）である日本版GHQ（General

Health Questionnaire：精神健康調査票），および主

観的幸福感尺度（伊藤・相良・池田・川浦，2003）

との関連を調査し，「やりたいこと探し」の動機に

おける自己決定性の違いが精神的健康に及ぼす影響

に関して検討を行うことを目的とする。本研究にお

ける仮説は以下の通りである。

仮説1：自己決定性の低い「やりたいこと探し」

の動機である「他者追随」と「社会的安定希求」

は，GHQには正の影響（すなわち，精神的健康に

は負の影響）を，主観的幸福感に負の影響を及ぼす

であろう。

仮説2：自己決定性の高い「やりたいこと探し」

の動機である「自己充足志向」は，GHQには負の

影響（すなわち，精神的健康には正の影響）を，主

観的幸福感には正の影響を及ぼすであろう。

なお，本研究では上記の仮説を「やりたいこと」

が見つかっている群と，見つかっていない群の二群

に分けて検討を行う。下村・菰臼（2005）は，進路

意思決定過程における情報処理プロセスの違いを，

職業レディネスの一側面である「志望の明瞭性」の

高群・低群で比較し，明瞭性高群は，初期段階で

「自己関連情報」を選択的・集中的に探索し，次に

選択対象を絞り込むという望ましい情報探索を行っ

ていたことを明らかにしている。したがって，本研

究においても，志望が明瞭である「やりたいこと」

が見つかっている群は，上首尾に就職活動を行いや

すいため，より適応的な結果と関連すると予測され

る。
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方 法

調査対象

関東圏内の大学生204名を対象とした。学年の内

訳は，1年生が1名（男性1名），2年生が178名

（男性79各 女性99名），3年生が15名（男性7名，

女性8名），4年生が2名（男性2名），性別もしく

は学年が不明の者は8名であった。平均年齢は

19．91歳（5∂＝．72）であった。

調査時期および調査手続き

2004年12月3日に無記名の個別記入形式の質問紙

で，大学の講義時間中に集団方式にて実施した。実

施時間は約15分であった。

調査内容

「やりたいこと探し」の動機尺度1）二萩原・桜井

（2005）にて構成された26項目，5件法。「他者追

随」「社会的安定希求」「自己充足志向」の各下位尺

度からなり，やりたいこと探しをどういった動機に

基づき行なっているかを測定する尺度である。

日本版GHQ（Genera暮‖ea托h Questionnaire：精

神健康調査票）：Goldbergが開発したGeneral

Health Questionnaireを中川・大坊（1985）らが日

本に導入したものである。本研究では12項目版を使

用した。なお，高得点であるほど精神的健康は悪く

なる。12項目，4件法。

主観的幸福感尺度（伊藤・相良・池田・川浦，

2003）：心理的健康を測定する簡便な尺度を作成す

る目的で，WHOが開発したSUBI（SuわjectiveⅥ屯1ト

BeingInventory）を元に構成された尺度である。

「人生に対する前向きの気持ち（満足感）」「達成感」

1）萩原・桜井（2005）では「やりたいこと探し」の理

由，として扱ったが，その後 項目内容を吟味の上，

「やりたいこと探し」の動機尺度，と命名した。あわ

せて，下位尺度の改称も行った。第1因子「内面的理

由」はやりたいことがあること，やりたいことを考え

ること自体が自己の充足感を高めるという，自己決定

的な動機からやりたいことを探す項目で構成されてい

たことから，「自己充足志向」因子と改称した。第2

因子「現実的理由・不安」は，将来における自分の社

会的立場を確保し安定させるという，自己決定の面で

は中間的な動機からやりたいことを探す項目で構成さ

れていたことから，「社会的安定希求」因子と改称し

た。第3因子「周囲のプレッシャー」は，自分は周り

の人に比べて出遅れており，それに追随せねばならな

いという非自己決定的な動機からやりたいことを探す

項目で構成されていたことから，「他者追随」医卜子と

改称した。

「自信」「人生に対する失望感」「至福感」の5領域

（各3項目）から構成される15項目，4件法。

1．「やりたいこと探し」の動機尺度の因子分析
萩原・桜井（2005）で決定した「やりたいこと探

し」の動機尺度の因子構造が再現されるか確認する

ため，「やりたいこと探し」の動機尺度の因子分析

を行った。なお，分析を行う前に，「やりたいこと」

を「過去も今も探していない」との回答者は分析か

ら除外した。除外された回答者は8名で，残り196

名が分析対象となった。

「やりたいこと探し」の動機尺度25項目2）につい

て，主因子法Promax回転による因子分析を行った

ところ，萩原・桜井（2005）と同じ因子構造が得ら

れた。因子分析の結果を′払blelに示す。以上から，

本研究では「自己充足志向」12項目，「社会的安定

希求」9項臥 そして「他者追随」4項目を「やり

たいこと探し」の動機尺度の下位尺度として採用し

た。

2．「やりたいことの有無」による各尺度得点差
の検討

℃1ble2に，本研究の調査対象者における「やり

たいことの有無」と「やりたいこと探しへの取り組

み」によるクロス集計表を示す。「やりたいことの

有無」ごとに「やりたいこと探しへの取り組み」を

比較したところ，有意な差が見られた（ズ2＝

20．82，ダ＝2，♪く001）。やりたいことが見つかっ

ている人は「やりたいこと探し」を過去にしていた

人が多く，やりたいことが見つかっていない人は，

現在「やりたいこと探し」をしている人が多かっ

た。

以下では，現在やりたいことを「探している」と

回答した人のみに限定して分析を行うこととする。

分析を行うにあたって，やりたいことを「探して

いる」と回答した人のうち，やりたいことが「見つ

かっている」と回答した群と「見つかっていない」

と回答した辞それぞれについて「やりたいこと探

し」の動機尺度の下位尺度，GHQおよび主観的幸

福感尺度の平均得点を算出し，平均値の差の検定を

行った（取ble3）。検定の結果，やりたいことが

「見つかっている」と回答した群は，「見つかってい

2）萩原・桜井（2005）にて構成された「やりたいこと探

し」の動機尺度の項目「C3お金がほしいから」は，

再分析の結果，本論文の分析からは除外した。
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瀧blel“やりたいこと探し”の動機尺度の因子分析結果と各項目の平均値および標準偏差（主

因子法・Promax回転，乃＝196）

因子負荷量

因子1 因子2 因子3
共通性 泌

第1因子：自己充足志向（内的・同一化的調整に相当，

C25 やりたいことができれば楽しいから

C22 やりたいことをやりたいと思うから

C9 やりたいことは生きがいになると思うから

C16 打ち込めるものを見つけたいから

C21 やりたいことがないと毎日がつまらないから

C13 やりたいことなら辛いことにも耐えられるから

Cll 目標があると充実できるから

C20 やりたいことを考えるのが楽しいから

C24 何か目標を定めたいから

C8 可能性を見つけたいから

C5 自分自身を向上させるのに必要だから

C2 自分がどのような人間か知りたいから

12項目，α＝．86）

．81
－．05

．71
－．10

．68 －．07

．63 ．01

．61
－．13

．60 ．20

．59 ，25

．58 －．26

．53 ．25

．44 ．09

．44 ．17

第2因子：社会的安定希求（取り入れ的調整に相当，9項目，

C14 生活していくために必要だから

C15 人生を左右する大切なことだから

Cl 将来の仕事を決める上で重要だから

ClO そろそろ将来のことを考えなければならないから

C4 今探さないと手遅れになってしまうから

C18 将来に不安を感じるから

C19 就職しなければならないから

C12 独立して一人前になりたいから

C23 探さないと将来，後悔するから

第3因子：他者追随（外的調整に相当，4項臥 α＝．75）

C7 周りの人はすでにやりたいことが決まっているから

C17 周りの人はやりたいことを考えているから

C26 今の自分には，やりたいことがないから

C6 身近に就職活動をしている人がいるから

．40 ．07

α＝．85）

．02 ．82

．09 ．69

．13 ．65

．08 ．63

．11 ．56

．16 ．55

．20 ．53

．28 ．47

，29 ．40
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因子1
．32 ．06

因子2
．43

a）ゴシック体は因子負荷量．40以上を表している

取ble2「やりたいことの有無」別に見た「やりたいこと探し」への取り組み

やりたいことの有無：

やりたいことが 乃

やりたいこと探しへの取り組み：「やりたいこと」を

過去に探していた 探している 過去も今も探していない
見つかっている 114

見つかっていない 90

25（21．9） 81（71．1） 8（7．0）

4（4．4） 86（95．6） 0（0．0）
合計 204 29 167 8

a〉括弧内は行和の％
ズ2＝20．82，ダ＝2，♪＜．001
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ない」と答えた群に比べ，「やりたいこと探し」の

動機尺度の「他者追随」「社会的安定希求」得点お

よびG‡iQの得点が有意に低く（「社会的安定希求」

は有意傾向），主観的幸福尺度に関しては合計得点

および「人生に対する前向きな気持ち」「自信」「達

成感」「至福感」の得点が有意に高く，「人生に対す

る失望感」の得点が有意に低いことが明らかとなっ

た。「やりたいこと探し」の動機尺度の「自己充足

志向」は，2群閏で有意な差は見られなかった。

したがって以下の分析では，やりたいこと探しを

している人の中でもやりたいことが見つかっている

群3）と，やりたいことが見つかっていない群に分け

て分析を行った。

3．重回帰分析

「やりたいこと探し」の動機尺度とGHQおよび主

観的幸福感尺度の関係を検討するため，GHQおよ

び主観的幸福感尺度の5つの下位尺度をそれぞれ基

準変数とし，「やりたいこと探し」の動機尺度の3

つの下位尺度を説明変数として重回帰分析を行っ

た。

重回帰分析は変数増加法を用い，投入された偏回

帰係数の有意性（5％水準）の基準で変数の増加を

打ち切った。以下，やりたいことを探している人の

中でも，a）やりたいことが見つかっている群を対

象とした重回帰分析，b）やりたいことが見つかっ

ていない群を対象とした重剛希分析，の順で結果を

述べる。

a）やりたいことが見つかっている群を対象とした

重回帰分析

投入された変数と標準偏回帰係数を’mble4に示

す。「やりたいこと探し」の動機のうち，「他者追

随」はGIiQおよび主観的幸福感尺度の5つの下位

尺度いずれに対しても有意な影響は見られなかっ

3）やりたいことが「見つかっている」と回答しながら

「やりたいことを探している」と回答するのは，質問

当初の意図からすると矛盾した回答であるが，この回

答は「自分のやりたいことが完全に確定した」という

よりは，むしろ，「自分が今，将来やりたいと思って

いることはあるが，それは確信に至るほどではない暫

定的なもので，今後変わるかも知れない」という意味

を含んだ回答であると考えられる。本研究では，暫定

的でも意思決定できている者は，「決定している」者，

すなわち，「やりたいことが見つかっている」者とし

て，これらの者も分析対象として扱うこととした。若

松（2001）においても，他に迷う選択肢があっても進

路の方向性を部分的にでも決めたか否かで決定，未決

定を分けていることから，この分類方法は安当である

と考えられる。

た。これは相関分析でも同様の結果であった。

また，「社会的安定希求」は，GモiQに対しては有

意な影響は見られず，主観的幸福感尺度の下位尺度

「人生に対する前向きな気持ち」には負の影響

（β＝－．25，♪く05）を，「人生に対する失望感」

には正の影響（β＝．40，タ＜．001）を与えていた。

相関分析の段階では「社会的安定希求」と「達成

感」とは正の相関（γ＝，25，♪く05）を示していた

が，重回帰分析では有意な標準偏回帰係数は見られ

なかった。

そして「自己充足志向」はGHQに対して有意な

負の影響が見られた（β＝－．25，♪く05）。主観的

幸福感尺度に対しては，「人生に対する前向きな気

持ち」（β＝．49，♪＜．001），「自信」（β＝．37，

♪く001），「達成感」（βニ．42，♪＜．001），「至福

感」（β＝．30，♪く01）に対して正の影響が，「人

生に対する失望感」に対しては負の影響（β＝－．33，

♪く01）が見られた。

この結果から，やりたいことを探していて，か

つ，やりたいことが見つかっている人の場合，「社

会的安定希求」から「やりたいこと探し」をしてい

ると，人生に対する前向きな気持ちは低くなり，人

生に対する失望感は高くなることが分かった。ま

た，「自己充足志向」から「やりたいこと探し」を

していると，一般的な精神的健康は高まり，人生に

対する前向きな気持ち，自信，達成感，至福感は高

くなり，人生に対する失望感は低くなることが分

かった。

b）やりたいことが見つかっていない群を対象とし

た重回帰分析

投入された変数と標準偏回帰係数を′mble5に示

す。まず，GHQに対しては，「やりたいこと探し」

の動機尺度のいずれの下位尺度も有意な影響を与え

ていなかった。これは相関分析においても同様の結

果であった。主観的幸福感尺度に対する「やりたい

こと探し」の動機尺度の影響を見ていくと，「他者

追随」は「人生に対する失望感」には正の影響

（β＝．27，♪＜．05）を与えていたが，それ以外に

は有意な影響が見られなかった。相関分析でも，

「人生に対する失望感」との正の相関のみが得られ

ている。

また，「社会的安定希求」は主観的幸福感尺度の

「達成感」には正の影響（β＝．22，タく05）を与え

ていたが，それ以外には有意な影響が見られなかっ

た。相関分析でも，「達成感」との正の相関のみが

得られている。

そして「自己充足志向」は，主観的幸福感尺度の

「人生に対する前向きな気持ち」および「至福感」
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7もble3「やりたいこと探し」の動機尺度およびGHQ，主観的幸福感尺度の平均値，標準偏差な

らびに才検定の結果（やりたいこと探しをしている人を対象，乃＝167）

やりたいことを探している

やりたいことが

見つかっている

（刀＝81）

朋r £∂

やりたいことが

見つかっていない

（乃＝86）

」好 Sβ f億

＜「やりたいこと探し」の動機尺度＞

自己充足志向 47．00

社会的安定希求 34．00

他者追随 9．52

GIiQa） 26．56

＜主観的幸福感尺度＞

合計得点 43．57

人生に対する前向きな気持ち 9．86

自信 8．67

達成感 8．99

7．98 45．45 7．57 1．28

7．22 35．98 5．89 1．94†

3．48 12．07 3．48 4．74＊喪＊

5．46 29．41 6．42 3．08＊喪

5．79 38．73 5．14 5．72＊＊＊

1．32 8．84 1．45 4．77＊＊＊

1．85 7．94 1．48 2．80＊＊

1．58 8．41 1．54 2．41＊

人生に対する失望感b？ 6．85 1．54 8．28 1．50 6．06車＊＊

至福感 7．90 1．67 6．83 1．67 4．15＊車＊

a）得点が高いほど精神的健康が悪くなる

t〉）得点が高いほど人生に対する失望感が高くなる

†クく10，車♪く05，＊喪♪＜．01，＊卑＊♪く001

瀧ble4 精神的健康関連尺度に対する重回帰分析の結果（やりたいことを現在探していて，やり

たいことが見つかっている人を対象，邦＝81）

基準変数

説明変数： GHQb）

やりたいこと探しの動機尺度 β

基準変数：主観的率福感尺度

人生に対する前 自信 達成感 人生に対する 至福感

向きな気持ち 失望感C）

β β β β β

自己充足志向

社会的安定希求

他者追随

ー，25＊ ．49車＊串

（－．25＊） （．38車＊＊）

…．25＊

（－．00） （－．04）

（．08） 卜．04）

．37＊喪＊

（．37＊＊喪）

（．06）

（．00）

，42＊＊＊ 【．33＊＊ ，30＊＊
（．42＊＊車） （－．15） （．30辛＊＊）

．40車車中

（．25＊） （．27＊） ト．04）

（．06） ト．21） （．03）
月2

，05 ．17 ．13 ．17 ．14 ．08
ダ 5．44＊ 9．37＊＊＊ 12．66＊＊＊ 16．94＊＊＊ 7．27＊＊車 7．98車＊

a）（）内は相関係数
b）得点が高いほど精神的健康が悪くなる

C）逆転項目のため，得点が高いほど人生に対する失望感が高くなる

に正の影響（順に，β＝．23，少＜．05；β＝．35，

♪く001）が見られた。これも相関分析においても

同様の結果を得ている。

この結果から，やりたいことを探していて，か

つ，やりたいことが見つかっていない人の場合，

「他者追随」から「やりたいこと探し」をしている

と，人生に対する失望感が高くなることが分かっ

た。そして，「社会的安定希求」から「やりたいこ

＊♪く05，＊＊♪く01，＊＊＊♪く001

と探し」をしていると，達成感が高くなることが分

かった。さらに，「自己充足志向」から「やりたい

こと探し」をしていると，人生に対する前向きな気

持ちや至福感が高くをることが明らかとなった。

考 察

本研究では，自己決定的な動機づけが精神的健康
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取ble5 精神的健康関連尺度に対する重回帰分析の結果（やりたいことを現在探していて，やり

たいことが見つかっていない人を対象，乃＝86）

基準変数

説明変数二 G壬iQb）

やりたいこと探しの動機尺度 β

基準変数：主観的幸福感尺度

人生に対する前 自信 達成感 人生に対する 至福感
向きな気持ち 失望感C）

β β β β β

自己充足志向

社会的安定希求

他者追随

（－．03）
．23＊

（．23＊） （－．12）

（－．05） （．06） （－．02）

（．05） （．06） （－．20）

．35＊＊＊

ト．01） （．00） （．35＊＊＊）

．22＊

（．22車） （－．02） （．08）

．27＊
（．04） （．27＊） （．20）

虎2
．04

ダ 4．88串
．04 ．06 ，11

4．25＊ 6，80＊ 11．97＊＊＊

a）（）内は相関係数
II）得点が高いほど精神的健康が悪くなる

C）逆転項目のため，得点が高いほど人生に対する失望感が高くなる

や適応の予測因として有用であるという，自己決定

理論の先行研究の知見に基づいて，「やりたいこと

探し」の動機における自己決定性の違いが精神的健

康に及ぼす影響に関して検討を行った。

まず，「やりたいこと」が見つかっている群と見

つかっていない群における精神的健康を測る尺度の

得点差の検討では，「やりたいこと」が見つかって

いる群が，見つかっていない群に比して有意に精神

的健康が高いことを示していた。このことから，

「やりたいこと」が見つかっていると答えた群にお

いては，「やりたいこと」を見つけたことによる

「快適さ」（Gordon，1998；若松，2001）も高いこと

が予測される。

やりたいことが「見つかっている」と答えること

は，自分の将来の志望が（部分的にではあっても）

明瞭であることを示すと考えられる。職業レディネ

スの一側面である「将来の志望の明瞭性」は，就職

活動を上首尾に行えるか否かを分かつ要因となるこ

とが示唆されている（下村・菰田，2005）。した

がって，本研究の結果と併せて考えると，志望が明

瞭であるという点で，「やりたいことが見つかって

いる」状況は進路選択において適応的な結果につな

がるものであると考えられる。

しかし，「やりたいこと探し」の動機の各下位尺

度においては，自己決定性が比較的低い「他者追

随」「社会的安定希求」に関して「やりたいこと」

が見つかっていない群の得点が高かったものの，自

己決定性の高い「自己充足志向」については，二群

間で有意差は見られなかった。このことから，「や

りたいこと」が見つかっていない群は「やりたいこ

と探し」をしているものの，社会的に望ましい行動

として「やりたいこと探し」を外発的に取り入れて

ホ♪く05，串＊＊♪＜．001

いる（乾，2001；久木元，2003）可能性があると考

えられる。

重剛再分析の結果，やりたいことが見つかってい

る群，やりたいことが見つかっていない群の，いず

れの分析においても，「やりたいこと探し」の動機

尺度のうち，自己決定性の低い「他者追随」と「社

会的安定希求」は主観的幸福感に対して負の影響を

与えることが明らかとなった。ただし，やりたいこ

とが見つかっていない群では，「社会的安定希求」

は主観的幸福感尺度の「達成感」に対し正の影響が

見られた。一方，自己決定性の高い「やりたいこと

探し」の動機である「自己充足志向」は主観的幸福

感に対して正の影響を与えることが明らかとなっ

た。一方，GHQへの影響を見ると，やりたいこと

が見つかっている群において，「自己充足志向」か

ら精神的健康に対しポジティブな影響を持つことが

明らかとなった。したがって，「やりたいこと探し」

の動機における自己決定性の違いが精神的健康に及

ぼす影響に関して見ると，本研究の結果はノ仮説1，2

を支持するものであったと考えられる。

以上の結果から，本研究においても自己決定的な

動機づけが精神的健康や適応の予測因として有用で

あるという先行研究の知見を支持する結果が示され

たと考えられる。

「やりたいこと探し」の動機尺度の「社会的安定

希求」が主観的幸福感尺度の「達成感」に射し正の

影響を与えていた理由については，これは主観的幸

福感尺度の「達成感」の項目内容によるものと考え

られる。この下位尺度は，「期待通りの生活水準や

社会的地位を手に入れたと思いますか」「これまで

どの程度成功したり出世したと思いますか」「自分

がやろうとしたことはやり遂げていますか」という
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項目から構成されており，「やりたいこと探し」の

動機尺度における「社会的安定希求」と同様，社会

的な価値観に沿った面での幸福といった意味合いが

強い。したがって，この両尺度間に正の関連があっ

ても，内容的には妥当なものであると考えられる。

これは先行研究とは異なる結果であるが，自分の社

会的立場を確保し安定させるという，あまり自己決

定性の高くない動機が達成感を高めるという点は，

「やりたいこと」志向にとらわれた進路不決断の大

学生への介入を考える上での示唆となることが考え

られる。

なお，「やりたいこと」が見つかっている群では，

見つかっていない群に比してパスの数，特に「自己

充足志向」動機からのパスの数が多かった。これ

は，二群間における「自己充足志向」動機の内在化

の違いを示すものと考えられる。′払ble3に示した

ように，「自己充足志向」については，両群閏で得

点の有意差は見られなかった。しかし，こうしたパ

スの数の違いが出たということは，「やりたいこと」

が見つかっている群では，「自己充足志向」動機が

自己の動機として内在化されていたのに射し，「や

りたいこと」が見つかっていない群においては，

「自己充足志向」の社会的価値は認めても，それは

自己の動機としては内在化されず，取り込まれた価

億として認知されていた可能性が考えられる。以上

のことから，「やりたいこと」志向という価値志向

は青年に広く受け入れられる価値志向ではあるもの

の，その受け入れ方の自己決定性には個人間で差が

あることが本研究の結果によって示唆されたと考え

られる。

最後に本研究の限界について述べる。本研究で

は，精神的健康の測度として，GHQと主観的幸福

感の2尺度を用いたが，先行研究である恥anetal．

（1993）やⅦnsteenkisteetal．（2004）において，

精神的健康への影響を検討するために用いられてい

たのはGHQであった。しかし，本研究では「やり

たいこと探し」の動機尺度からの影響が大きかっ

たのは，GHQではなく主観的幸福感尺度であっ

た。主観的幸福感尺度がG‡‡Qと同様に精神的健康

を測定する尺度であるとはいえ，本研究が恥anet

al．（1993）や協nsteenkisteetal．（2004）の結果を
十分に再現し得ているかどうかについては，この点

で疑問が残る。したがって，従属変数の検討が今後

の課題である。また，本研究は1回の調査による検

討であったため，因果関係の言及に制限がある。し

たがって，今後は縦断的調査による検討も必要と考

えられる。
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